
・
私
達
は
梅
花
流
詠
讃
歌
を
通
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　

正
し
い
信
仰
に
生
き
ま
す
。

・
私
達
は
梅
花
流
詠
讃
歌
を
通
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　

仲
よ
い
生
活
を
い
た
し
ま
す
。

・
私
達
は
梅
花
流
詠
讃
歌
を
通
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　

明
る
い
世
の
中
を
つ
く
り
ま
す
。

お誓い

　

平
成
二
十
六
年
の
新
春
を
謹
ん
で
お
祝
い
申
し

上
げ
、
こ
こ
に
梅
花
講
員
の
皆
さ
ま
の
ご
多
祥
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

詠
讃
歌
の
す
ば
ら
し
さ
は
、
詠
道
の
道
場
に
お

ら
れ
る
方
が
た
の
仏
教
的
な
一
体
感
が
、
こ
の
上

な
く
深
ま
っ
て
い
く
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

日
頃
弛
ま
ぬ
研
鑽
を
積
ま
れ
て
い
る
講
員
の
皆

さ
ま
が
、
お
互
い
に
協
力
し
て
仲
よ
く
お
唱
え
す

る
お
姿
は
、
そ
の
大
き
な
力
に
よ
っ
て
人
び
と
の

心
魂
に
訴
え
、
法
悦
に
導
き
ま
す
。

　

お
一
人
お
ひ
と
り
が
「
和
合
」
の
こ
こ
ろ
を
持
っ

て
共
に
詠
ず
る
こ
と
で
、
自
然
と
満
場
が
深
い
共

感
に
包
ま
れ
ま
す
。

　

高
祖
道
元
禅
師
さ
ま
は
、
仏
道
修
行
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、「
相
互
に
慈
愛
の
念
を
持
ち
、
ま
た
自

を
顧
み
他
に
こ
こ
ろ
を
寄
せ
て
行
じ
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
更
に
、
今
こ
こ
に
こ
の
よ
う
に
難
値
難

遇
の
縁
に
よ
っ
て
お
互
い
に
修
行
し
て
い
る
の
だ

と
思
え
ば
、
必
ず
皆
が
和
合
和
睦
の
表
情
と
な
る

も
の
で
あ
る
」
と
お
示
し
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
太
祖
瑩
山
禅
師
さ
ま
も
「
和
合
」
の
こ

こ
ろ
の
大
切
さ
を
絶
え
ず
人
び
と
に
説
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
れ
は
修
行
弁
道
の
世
界
の
み
な
ら
ず
、
僧
侶
と

檀
信
徒
と
の
関
係
に
お
い
て
も
必
ず
こ
の
こ
こ
ろ
を

重
ん
ず
る
よ
う
に
と
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
お
互

い
に
仲
よ
く
力
を
合
わ
せ
て
仏
法
を
盛
ん
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
ご
教
示
に
な
り
ま
し
た
。

　

混
迷
が
深
ま
る
世
の
中
の
情
勢
で
す
が
、こ
の「
同

心
和
合
」
の
梅
花
の
法
輪
が
次
第
に
大
き
な
輪
と

な
り
、「
お
誓
い
」に
あ
る
「
明
る
い
世
の
中
を
つ
く

る
」こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
念
願
し
ま
す
。

　

梅
花
流
の
更
な
る
隆
盛
を
冀
う
と
と
も
に
、
皆

さ
ま
の
ご
多
幸
を
重
ね
て
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

同
心
和
合

江え
が
わ川
辰し

ん

三ざ
ん

曹
洞
宗
管
長

大
本
山
總
持
寺
貫
首

梅
花
新
聞�

【
香
里
】

第
36
号

題
字�

管
長
江
川
辰
三
禅
師

発
行
者　

佐
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孝
一

発
行
所　

曹
洞
宗
宗
務
庁

企
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編
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伝
道
部
詠
道
課
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平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
九
日
・

三
十
日
の
二
日
間
、
宮
城
県
総
合
運
動

公
園
「
グ
ラ
ン
デ
ィ
・
21
」
を
会
場
に

平
成
二
十
五
年
度
梅
花
流
全
国
奉
詠
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
大
会
で

は
、
東
日
本
大
震
災
被
災
物
故
者
三
回

忌
法
要
が
併
修
さ
れ
、
被
災
地
で
あ
る

宮
城
の
地
で
梅
花
講
員
と
一
般
参
列
者

合
わ
せ
一
万
人
を
越
え
る
人
々
が
、
亡

き
人
々
へ
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
る
と
と
も

に
、
被
災
地
の
い
ち
早
い
復
興
を
祈
り

ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
映
像
放
映
の
後
、
軽

快
な
音
楽

が
鳴
り
始

め
る
と
、
地

元
の
古
城

幼
稚
園
・
若

林
幼
稚
園

（
二
十
九
日
）

岩
切
東
光

第
二
幼
稚
園

（
三
十
日
）
の
園
児
た
ち
が
ス
テ
ー
ジ
上

に
登
場
し
ま
し
た
。
一
生
懸
命
に
練
習

を
重
ね
た
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、
今
大
会

の
幕
開
け
を
飾
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
園
児
た
ち
に
導
か
れ
た
副

大
会
長
の
齋
藤
裕
道
伝
道
部
長
が
ス

テ
ー
ジ
で
、
開
会
を
高
ら
か
に
宣
言
し

ま
し
た
。

　

先
ほ
ど
の
ダ
ン
ス
と
は
う
っ
て
変

わ
っ
て
、
緊
張
し
た
面
持
ち
の
園
児
た

ち
。
蝋
燭
と
花
を
携
え
、
ス
テ
ー
ジ
上

を
ゆ
っ
く
り
進
ん
で
行
き
ま
す
。
無
事

に
係
の
僧
侶
に
手
渡
す
と
、
最
後
の
合

掌
礼
拝
ま
で
し
っ
か
り
と
こ
な
し
、
献

灯
献
花
の
大
役
を
立
派
に
勤
め
上
げ
ま

し
た
。

　
「
お
誓
い
」の
挙
唱
師
を
、
一
日
目
は

滝
川
澄
江
さ
ん（
瀧
澤
寺
講
）、
滝
川
実

樹
男
さ
ん（
瀧
澤
寺
講
）、
秋
山
恵
美
子

さ
ん（
高
源
院
講
）が
、
ま
た
二
日
目
は

大
丸
ひ
で
子
さ
ん（
功
岳
寺
講
）、
政
木

佳
子
さ
ん（
功
岳
寺
講
）、
佐
藤
京
子
さ

ん（
大
雄
寺
講
）が
そ
れ
ぞ
れ
お
勤
め
に

な
り
ま
し
た
。

第
一
部　

開
会
式

　

曹
洞
宗
管
長
大
本
山
永
平
寺
貫
首
・

福
山
諦
法
禅
師
に
大
導
師
を
お
勤
め
い

た
だ
き
、
相
見
の
拝
の
後
、
御
垂
示
を

賜
り
ま
し
た
。

第
二
部　

式
典

　

大
会
長
で
あ
る
佐
々
木
孝
一
宗
務
総

長
の
挨
拶
の
後
、
三
宅
良
憲
宮
城
県
宗

務
所
長
よ
り
、
宮
城
県
の
講
員
さ
ん
と

と
も
に
歓
迎
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

第
三
部　

登
壇
奉
詠

　

大
会
一
日
目
、
二
日
目
と
も
に
十
二

組
ず
つ
の
代
表
登

壇
が
行
わ
れ
、
日

ご
ろ
の
研
鑽
の
成

果
を
存
分
に
発
揮

さ
れ
て
い
ま
し

た
。
代
表
者
以
外

の
参
加
者
も
、
自

席
に
て
心
を
込
め
て
お
唱
え
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
登
壇
の
最
後
に
特
派

師
範
と
地
元
師
範
に
よ
る
奉
詠
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

第
四
部　

東
日
本
大
震
災
被
災

　
　
　　

物
故
者
三
回
忌
法
要

　

今
大
会
で
は
、
管
長
猊
下
御
親

修
に
よ
る
東
日
本
大
震
災
被
災
物

故
者
三
回
忌
法
要
が
併
修
さ
れ
、

「
妙
法
蓮
華
経
如
来
寿
量
品
偈
」

を
読
経
し
た
後
、「
追
善
供
養
御

和
讃
」
を
参
加
者
全
員
が
立
行
で

お
唱
え
し
ま
し
た
。
実
に
六
千
も

の
鈴
の
音
が
会
場
全
体
に
響
き
渡

り
、
そ
の
荘
厳
な
雰
囲
気
は
参
加

者
全
員
に
大
き
な
感
動
を
与
え
ま

し
た
。
震
災
犠
牲
者
の
御
霊
と
、

深
く
傷
つ
い
た
被
災
者
の
方
が
た

の
心
に
届
く
よ
う
参
加
者
全
員
が

同
じ
思
い
で
一
生
懸
命
に
お
唱
え

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
第
五
部　

清
興

　

今
大
会
の
清
興
に
は
、
宮
城
県

を
中
心
に
活
動
さ
れ
て
い
る
歌
手

の
さ
と
う
宗
幸
さ
ん
に
お
越
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
代
表
曲
で
あ
る

「
青
葉
城
恋
唄
」
や
震
災
復
興
ソ

ン
グ
で
あ
る
「
花
は
咲
く
」
な
ど

全
五
曲
を
披
露
し
、
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

第
六
部　

閉
会
式

　

詠
讃
師
の
「
坐
禅
御
詠
歌
（
浄
心
）」

の
独
詠
が
始
ま
る
と
、
会
場
は
静
寂
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　

副
大
会
長
・
齋
藤
伝
道
部
長
よ
り
閉

会
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
続
い
て
次
年

度
大
会
の
開
催
地
で
あ
る
伊
藤

元
島

根
県
第
二
宗
務
所
長
の
挨
拶
と
な
り
ま

し
た
。
伊
藤
宗
務
所
長
は
、
次
年
度
大

会
へ
の
参
加
の
お
願
い
と
と
も
に
、
大

会
成
功
へ
の
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

最
後
は「
ま
ご
こ
ろ
に
生
き
る
」を
全

員
で
合
唱
し
、
無
事
に
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

迎
え
た
後
、
宮
城
、
福
島
、
岩
手
の
講

員
さ
ん
に
よ
る「
報
謝
御
和
讃
」の
お
見

送
り
奉
詠

が
あ
り
ま

し
た
。
遠

路
お
越
し

い
た
だ
い

た
他
県
の

講
員
さ
ん

が
た
に
、

御
礼
の
気
持
ち
を
込
め
て
最
後
ま
で
お

唱
え
さ
れ
、
退
場
の
瞬
間
ま
で
感
動
の

絶
え
な
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
五
年
度 

梅
花
流
全
国
奉
詠
大
会

（
平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
九
日
・
三
十
日
、
宮
城
県
総
合
運
動
公
園 

グ
ラ
ン
デ
ィ
・
21
）

政宗ばいかくん
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平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
九
日
・

三
十
日
の
二
日
間
、
宮
城
県
総
合
運
動

公
園
「
グ
ラ
ン
デ
ィ
・
21
」
を
会
場
に

平
成
二
十
五
年
度
梅
花
流
全
国
奉
詠
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
大
会
で

は
、
東
日
本
大
震
災
被
災
物
故
者
三
回

忌
法
要
が
併
修
さ
れ
、
被
災
地
で
あ
る

宮
城
の
地
で
梅
花
講
員
と
一
般
参
列
者

合
わ
せ
一
万
人
を
越
え
る
人
々
が
、
亡

き
人
々
へ
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
る
と
と
も

に
、
被
災
地
の
い
ち
早
い
復
興
を
祈
り

ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
映
像
放
映
の
後
、
軽

快
な
音
楽

が
鳴
り
始

め
る
と
、
地

元
の
古
城

幼
稚
園
・
若

林
幼
稚
園

（
二
十
九
日
）

岩
切
東
光

第
二
幼
稚
園

（
三
十
日
）
の
園
児
た
ち
が
ス
テ
ー
ジ
上

に
登
場
し
ま
し
た
。
一
生
懸
命
に
練
習

を
重
ね
た
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、
今
大
会

の
幕
開
け
を
飾
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
園
児
た
ち
に
導
か
れ
た
副

大
会
長
の
齋
藤
裕
道
伝
道
部
長
が
ス

テ
ー
ジ
で
、
開
会
を
高
ら
か
に
宣
言
し

ま
し
た
。

　

先
ほ
ど
の
ダ
ン
ス
と
は
う
っ
て
変

わ
っ
て
、
緊
張
し
た
面
持
ち
の
園
児
た

ち
。
蝋
燭
と
花
を
携
え
、
ス
テ
ー
ジ
上

を
ゆ
っ
く
り
進
ん
で
行
き
ま
す
。
無
事

に
係
の
僧
侶
に
手
渡
す
と
、
最
後
の
合

掌
礼
拝
ま
で
し
っ
か
り
と
こ
な
し
、
献

灯
献
花
の
大
役
を
立
派
に
勤
め
上
げ
ま

し
た
。

　
「
お
誓
い
」の
挙
唱
師
を
、
一
日
目
は

滝
川
澄
江
さ
ん（
瀧
澤
寺
講
）、
滝
川
実

樹
男
さ
ん（
瀧
澤
寺
講
）、
秋
山
恵
美
子

さ
ん（
高
源
院
講
）が
、
ま
た
二
日
目
は

大
丸
ひ
で
子
さ
ん（
功
岳
寺
講
）、
政
木

佳
子
さ
ん（
功
岳
寺
講
）、
佐
藤
京
子
さ

ん（
大
雄
寺
講
）が
そ
れ
ぞ
れ
お
勤
め
に

な
り
ま
し
た
。

第
一
部　

開
会
式

　

曹
洞
宗
管
長
大
本
山
永
平
寺
貫
首
・

福
山
諦
法
禅
師
に
大
導
師
を
お
勤
め
い

た
だ
き
、
相
見
の
拝
の
後
、
御
垂
示
を

賜
り
ま
し
た
。

第
二
部　

式
典

　

大
会
長
で
あ
る
佐
々
木
孝
一
宗
務
総

長
の
挨
拶
の
後
、
三
宅
良
憲
宮
城
県
宗

務
所
長
よ
り
、
宮
城
県
の
講
員
さ
ん
と

と
も
に
歓
迎
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

第
三
部　

登
壇
奉
詠

　

大
会
一
日
目
、
二
日
目
と
も
に
十
二

組
ず
つ
の
代
表
登

壇
が
行
わ
れ
、
日

ご
ろ
の
研
鑽
の
成

果
を
存
分
に
発
揮

さ
れ
て
い
ま
し

た
。
代
表
者
以
外

の
参
加
者
も
、
自

席
に
て
心
を
込
め
て
お
唱
え
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
登
壇
の
最
後
に
特
派

師
範
と
地
元
師
範
に
よ
る
奉
詠
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

第
四
部　

東
日
本
大
震
災
被
災

　
　
　　

物
故
者
三
回
忌
法
要

　

今
大
会
で
は
、
管
長
猊
下
御
親

修
に
よ
る
東
日
本
大
震
災
被
災
物

故
者
三
回
忌
法
要
が
併
修
さ
れ
、

「
妙
法
蓮
華
経
如
来
寿
量
品
偈
」

を
読
経
し
た
後
、「
追
善
供
養
御

和
讃
」
を
参
加
者
全
員
が
立
行
で

お
唱
え
し
ま
し
た
。
実
に
六
千
も

の
鈴
の
音
が
会
場
全
体
に
響
き
渡

り
、
そ
の
荘
厳
な
雰
囲
気
は
参
加

者
全
員
に
大
き
な
感
動
を
与
え
ま

し
た
。
震
災
犠
牲
者
の
御
霊
と
、

深
く
傷
つ
い
た
被
災
者
の
方
が
た

の
心
に
届
く
よ
う
参
加
者
全
員
が

同
じ
思
い
で
一
生
懸
命
に
お
唱
え

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
第
五
部　

清
興

　

今
大
会
の
清
興
に
は
、
宮
城
県

を
中
心
に
活
動
さ
れ
て
い
る
歌
手

の
さ
と
う
宗
幸
さ
ん
に
お
越
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
代
表
曲
で
あ
る

「
青
葉
城
恋
唄
」
や
震
災
復
興
ソ

ン
グ
で
あ
る
「
花
は
咲
く
」
な
ど

全
五
曲
を
披
露
し
、
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

第
六
部　

閉
会
式

　

詠
讃
師
の
「
坐
禅
御
詠
歌
（
浄
心
）」

の
独
詠
が
始
ま
る
と
、
会
場
は
静
寂
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　

副
大
会
長
・
齋
藤
伝
道
部
長
よ
り
閉

会
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
続
い
て
次
年

度
大
会
の
開
催
地
で
あ
る
伊
藤

元
島

根
県
第
二
宗
務
所
長
の
挨
拶
と
な
り
ま

し
た
。
伊
藤
宗
務
所
長
は
、
次
年
度
大

会
へ
の
参
加
の
お
願
い
と
と
も
に
、
大

会
成
功
へ
の
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

最
後
は「
ま
ご
こ
ろ
に
生
き
る
」を
全

員
で
合
唱
し
、
無
事
に
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

迎
え
た
後
、
宮
城
、
福
島
、
岩
手
の
講

員
さ
ん
に
よ
る「
報
謝
御
和
讃
」の
お
見

送
り
奉
詠

が
あ
り
ま

し
た
。
遠

路
お
越
し

い
た
だ
い

た
他
県
の

講
員
さ
ん

が
た
に
、

御
礼
の
気
持
ち
を
込
め
て
最
後
ま
で
お

唱
え
さ
れ
、
退
場
の
瞬
間
ま
で
感
動
の

絶
え
な
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
五
年
度 

梅
花
流
全
国
奉
詠
大
会

（
平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
九
日
・
三
十
日
、
宮
城
県
総
合
運
動
公
園 

グ
ラ
ン
デ
ィ
・
21
）

政宗ばいかくん
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代表焼香者供養の祈り

　
　
　
　
　
　

こ
ん
に
ち
は
！！　

ば
い
か
く
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　

毎
年
、
海
外
で
特
派
師
範
の
先
生
に
よ

る
講
習
が
開
か
れ
て
い
る
の
は
ご
存
知
で
す
か
？
今
年
も

南
米
に
始
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
本
土
や
ハ
ワ
イ
で
の
巡
回
を

実
施
し
ま
し
た
。
中
で
も
ハ
ワ
イ
は
、
今
年
で
曹
洞
宗
が

開
か
れ
て
ち
ょ
う
ど
百
十
周
年
。
記
念
の
法
要
が
開
か
れ

た
り
し
た
そ
う
で
す
。

　

本
当
は
ボ
ク
が
取
材
に
行
き
た
か
っ
た
け
ど
飛
行
機
の

座
席
に
座
れ
な
い
の
で
、
ハ
ワ
イ
を
巡
回
し
て
く
れ
た
乙

川
先
生
に
お
話
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
か
ら
十
一
月
十
五
日

ま
で
、
ハ
ワ
イ
特
派
巡
回
に
赴
き
ま
し
た
。
折
り
し
も

ハ
ワ
イ
で
は
国
際
布
教
百
十
周
年
・
両
大
本
山
別
院

正
法
寺
創
立
百
周
年
を
迎
え
、
各
寺
梅
花
講
員
の
皆

さ
ま
も
記
念
行
事
に
向
け
て
意
欲
的
に
取
組
ん
で
い

る
お
姿
に
大
変
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

講
習
会
場
で
は
、
と
に
か
く
皆
さ
ん
一
生
懸
命
で
積

極
的
に
お
唱
え
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
質
問
も
次
々
と

飛
び
出
し
て
す
ぐ
に
心
が
つ
な
が
る
の
で
す
。ス
ゴ
イ
、

さ
す
が
同
行
同
修
梅
花
の
パ

ワ
ー
で
す
。

　

ハ
ワ
イ
で
は
正
座
で
の
お

唱
え
が
な
く
、
立
行
か
椅
子

に
座
っ
て
打
鉦
鳴
鈴
（
だ
し
ょ

う
め
い
れ
い
）
す
る
ス
タ
イ
ル

が
基
本
の
よ
う
で
す
。
お
唱

え
は
、
和
讃
を
中
心
に
練
習

し
て
い
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、
日
本
と
同
じ
く
若
い
新

入
講
員
さ
ん
が
な
か
な
か
望
め
な
い
よ
う
で
す
。
日
本

語
が
解
ら
な
い
三
世
・
四
世
の
か
た
に
は
難
し
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
、
英
訳
の
歌
詞
も
必
要

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

各
寺
院
で
は
、
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
、
毎
日
午
前

中
に
梅
花
以
外
の
講
座
も
開
か
れ
ま
す
。
和
太
鼓
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
日
本
舞
踊
、
盆
踊
り
な
ど
多
種
多
様
な

講
座
が
開
か
れ
、
多
く
の
梅
花
講
員
さ
ん
が
そ
れ
ら
の

講
座
に
参
加
し
ま
す
。

　

ハ
ワ
イ
の
お
寺
と
檀
信
徒
さ
ん
は
、
も
う
家
族
、
親

戚
の
関
係
で
、毎
日
の
よ
う
に
お
寺
へ
足
を
運
び
ま
す
。

和
気
あ
い
あ
い
と
梅
花
を
楽
し
む
様
は
、
う
ら
や
ま
し

い
限
り
で
す
。
見
習
わ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。

Q.
　
こ
れ
ま
で
梅
花
を

や
っ
て
き
て
心
に
残
る

思
い
出
は
あ
り
ま
す
か
？

A.
　
知
人
の
葬
儀
で
唱
え

た
涅
槃
の
御
詠
歌
に
心

か
ら
感
動
し
た
こ
と
。

正
法
寺
講
　
吉
本
律
子
さ
ん

A.
　
六
十
年
間
梅
花
を
唱

え
て
き
ま
し
た
が
、
そ

の
全
て
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

太
平
寺
講
　
小
島
み
ど
り
さ
ん

現
地
の
講
員
さ
ん
に

お
話
を
伺
っ
て

き
ま
し
た
。

Q.
　
梅
花
を
お
唱
え
し
て

い
る
と
き
、
幸
せ
に
感

じ
る
と
き
は
ど
ん
な
と
き
で
す

か
？A.

　
心
の
安
ら
ぎ
を
感
じ

た
と
き
。
梅
花
を
始
め

て
か
ら
怒
っ
た
り
し
な
く
な
り
、

我
慢
強
く
な
っ
た
。

大
陽
寺
講
　
小
山
フ
サ
子
さ
ん

A.
　
自
分
が
梅
花
を
唱
え

た
と
き
に
、
周
り
の
方

に
も
梅
花
の
素
晴
ら
し
さ
を
わ

か
っ
て
も
ら
え
た
と
思
え
る
瞬

間
が
一
番
喜
ば
し
く
感
じ
ま
す
。

大
正
寺
講
　
斉
藤
マ
サ
エ
さ
ん

ハ
ワ
イ
特
派
巡
回

ハ
ワ
イ
開
教
一
一
〇
周
年

乙川 良介　梅花流特派師範

正法寺創立 100 周年記念法要

ワイパフ大陽寺

アイエア太平寺ヒロ大正寺

陽気な講員さんたち。笑顔が絶え
ません。

こうかな？まじめに作法の習得に
努めます。

カウアイ禅宗寺
ハワイ開教 110 周年記念法要

Q
&

A

宮
城
県
全
国
大
会
に
参
加
し
て

　

平
成
二
十
五
年
度
梅
花
流
全
国
奉
詠
大
会
及
び
東
日
本
大
震
災
被
災

物
故
者
三
回
忌
法
要
が
、
被
災
地
宮
城
県
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
、
心

よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
大
会
初
参
加
の
私
に
は
、
地
元
で
の
開
催
と

い
う
こ
と
で
、
尚
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。
次
々
に
会
場
に
到

着
す
る
全
国
か
ら
の
講
員
の
方
々
の
参
加
、
又
登
壇
奉
詠
に
心
か
ら
感

動
し
ま
し
た
。
私
達
の
寺
院
は
、
リ
ア
ス
式
海
岸
の
中
に
あ
り
、
寺
も

私
達
檀
家
、
講
員
も
ほ
と
ん
ど
が
、
あ
の
津
波
で
家
財
の
全
て
を
失
い

ま
し
た
。
講
員
も
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
、
練
習
す
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な

い
状
態
で
し
た
。
し
か
し
、
全
国
の
師
範
先
生
方
や
、
講
員
の
方
々
の

支
援
や
、
募
金
活
動
等
に
よ
り
法
具
一
式
を
揃
え
て
頂
き
、
お
蔭
様
で
、

こ
う
し
て
皆
で
大
会
に
参
加
で
き
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
又
、
津

波
で
義
母
が
ま
だ
行
方
不
明
の
中
、
代
表
で
焼
香
さ
せ
て
頂
き
、
感
無

量
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
こ
の
震
災
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
と
思
う
と
共
に
、
ぜ
ひ
前
向
き
に
生
き
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
最
後
に
皆
様
の
御
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
致
し
ま
す
。合

掌

宮
城
県 

高
源
院
講
　
鈴
木
や
す
え

震
災
三
回
忌
の
代
表
焼
香
を
終
え
て

　

私
は
梅
花
の
門
を
叩
い
て
四
年
ほ
ど
経
ち
ま
す
が
、
全
国
大
会
は
初
め
て
で
し
た
。

大
会
で
は
全
国
の
お
仲
間
の
声
援
や
和
尚
さ
ん
の
有
難
い
お
言
葉
に
感
激
し
ま
し
た
。

体
調
が
不
安
で
し
た
が
、
思
い
切
っ
て
参
加
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
皆
さ
ま
が
た
の
代
表
と
し
て
焼
香
を
す
る
時
に
は
と
て
も
胸
が
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
同
じ
梅
花
講
の
大
切
な
お
仲
間
の
一
人
が
大
津
波

で
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

彼
女
は
私
を
梅
花
講
に
誘
っ
て
く
れ
た
だ
け
で
な
く
、
先
輩
と
し
て
親
切
に
接
し

て
く
れ
た
、
と
て
も
優
し
い
か
た
で
し
た
。
も
し
あ
の
大
震
災
が
起
き
な
か
っ
た
ら
、

今
で
も
一
緒
に
机
を
並
べ
て
楽
し
く
御
詠
歌
を
学
ん
で
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

有
難
い
こ
と
に
最
近
何
名
か
の
お
仲
間
が
梅
花
講
に
入
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
未
だ

戻
ら
ぬ
先
輩
が
そ
う
し
て
く
れ
た
よ
う
に
、
新
し
い
お
仲
間
を
大
切
に
し
た
い
な
と
思

い
ま
す
。

　

こ
の
度
は
貴
重
な
機
会
を
頂
い
て
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
が

た
と
一
緒
に
同
行
同
修
の
道
を
歩
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

合
掌

福
島
県 

新
祥
寺
講
　
清
水
吉
子

全
国
大
会
代
表
焼
香
を
終
え
て

　

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
九
日
、
宮
城
県
「
グ
ラ
ン
デ
ィ
21
」
に
て
開
催
さ
れ
た

梅
花
流
全
国
奉
詠
大
会
で
、
代
表
焼
香
を
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。

　

会
場
は
北
は
北
海
道
、
南
は
九
州
か
ら
の
参
加
者
で
一
杯
で
、
そ
の
方
々
の
お
唱

え
に
非
常
に
感
動
し
た
こ
と
を
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

東
日
本
大
震
災
は
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
惨
事
と
な
り
、
多
く
の
生

命
、
財
産
、
町
並
み
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
世
界
中
の
人
達
か
ら
支
援
や
励
ま

し
の
言
葉
な
ど
を
頂
き
ま
し
た
。 

　

私
は
こ
の
震
災
で
家
族
二
人
を
亡
く
し
ま
し
た
が
、
代
表
焼
香
の
方
々
の
中
に
は
、

家
族
三
人
を
亡
く
さ
れ
た
方
、
お
嫁
さ
ん
と
お
孫
さ
ん
を
亡
く
さ
れ
た
方
な
ど
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
方
達
と
様
々
な
お
話
を
し
、
共
に
涙
し
た
こ
と
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
ま
で
以
上
に
詠
讃
歌
を
唱
え
る
こ
と
で
気
持
ち

が
癒
さ
れ
、
仏
様
に
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
は
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

合
掌

岩
手
県 

龍
泉
寺
講
　
吉
田
吉
子

全
国
大
会
に
思
い
を
寄
せ
て

　

五
月
三
〇
日
、
全
国
各
地
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
方
丈
様
方
、
梅
花
講

の
皆
様
が
お
越
し
に
な
り
、
盛
大
に
梅
花
流
全
国
奉
詠
大
会
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
う
え
、
震
災
を
被
り
多
く
の
方
々
に
助
け
て
い
た
だ
い
た
私
た

ち
に
、
震
災
の
為
の
法
要
ま
で
し
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

梅
花
講
に
入
会
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

方
丈
様
方
の
読
経
と
皆
様
の
御
詠
歌
に
、
感
無
量
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

入
講
し
て
色
々
な
方
に
め
ぐ
り
会
い
、
あ
の
大
き
な
会
場
で
、
照
源

寺
講
代
表
焼
香
ま
で
お
お
せ
つ
か
り
、
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
全
国
の
皆
様
の
お
気
持
ち
を
受
け
止
め
な
が
ら
、
日
々
暮
ら

し
て
ま
い
り
ま
す
。

合
掌

宮
城
県 

照
源
寺
講
　
木
村
み
や

⑸  梅花新聞　第 36 号	 香　里	 2014（平成 26）年 1月 22 日 2014（平成 26）年 1月 22 日	 香　里	 梅花新聞　第 36 号  ⑷



代表焼香者供養の祈り

　
　
　
　
　
　

こ
ん
に
ち
は
！！　

ば
い
か
く
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　

毎
年
、
海
外
で
特
派
師
範
の
先
生
に
よ

る
講
習
が
開
か
れ
て
い
る
の
は
ご
存
知
で
す
か
？
今
年
も

南
米
に
始
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
本
土
や
ハ
ワ
イ
で
の
巡
回
を

実
施
し
ま
し
た
。
中
で
も
ハ
ワ
イ
は
、
今
年
で
曹
洞
宗
が

開
か
れ
て
ち
ょ
う
ど
百
十
周
年
。
記
念
の
法
要
が
開
か
れ

た
り
し
た
そ
う
で
す
。

　

本
当
は
ボ
ク
が
取
材
に
行
き
た
か
っ
た
け
ど
飛
行
機
の

座
席
に
座
れ
な
い
の
で
、
ハ
ワ
イ
を
巡
回
し
て
く
れ
た
乙

川
先
生
に
お
話
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
か
ら
十
一
月
十
五
日

ま
で
、
ハ
ワ
イ
特
派
巡
回
に
赴
き
ま
し
た
。
折
り
し
も

ハ
ワ
イ
で
は
国
際
布
教
百
十
周
年
・
両
大
本
山
別
院

正
法
寺
創
立
百
周
年
を
迎
え
、
各
寺
梅
花
講
員
の
皆

さ
ま
も
記
念
行
事
に
向
け
て
意
欲
的
に
取
組
ん
で
い

る
お
姿
に
大
変
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

講
習
会
場
で
は
、
と
に
か
く
皆
さ
ん
一
生
懸
命
で
積

極
的
に
お
唱
え
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
質
問
も
次
々
と

飛
び
出
し
て
す
ぐ
に
心
が
つ
な
が
る
の
で
す
。ス
ゴ
イ
、

さ
す
が
同
行
同
修
梅
花
の
パ

ワ
ー
で
す
。

　

ハ
ワ
イ
で
は
正
座
で
の
お

唱
え
が
な
く
、
立
行
か
椅
子

に
座
っ
て
打
鉦
鳴
鈴
（
だ
し
ょ

う
め
い
れ
い
）
す
る
ス
タ
イ
ル

が
基
本
の
よ
う
で
す
。
お
唱

え
は
、
和
讃
を
中
心
に
練
習

し
て
い
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、
日
本
と
同
じ
く
若
い
新

入
講
員
さ
ん
が
な
か
な
か
望
め
な
い
よ
う
で
す
。
日
本

語
が
解
ら
な
い
三
世
・
四
世
の
か
た
に
は
難
し
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
、
英
訳
の
歌
詞
も
必
要

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

各
寺
院
で
は
、
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
、
毎
日
午
前

中
に
梅
花
以
外
の
講
座
も
開
か
れ
ま
す
。
和
太
鼓
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
日
本
舞
踊
、
盆
踊
り
な
ど
多
種
多
様
な

講
座
が
開
か
れ
、
多
く
の
梅
花
講
員
さ
ん
が
そ
れ
ら
の

講
座
に
参
加
し
ま
す
。

　

ハ
ワ
イ
の
お
寺
と
檀
信
徒
さ
ん
は
、
も
う
家
族
、
親

戚
の
関
係
で
、毎
日
の
よ
う
に
お
寺
へ
足
を
運
び
ま
す
。

和
気
あ
い
あ
い
と
梅
花
を
楽
し
む
様
は
、
う
ら
や
ま
し

い
限
り
で
す
。
見
習
わ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。

Q.
　
こ
れ
ま
で
梅
花
を

や
っ
て
き
て
心
に
残
る

思
い
出
は
あ
り
ま
す
か
？

A.
　
知
人
の
葬
儀
で
唱
え

た
涅
槃
の
御
詠
歌
に
心

か
ら
感
動
し
た
こ
と
。

正
法
寺
講
　
吉
本
律
子
さ
ん

A.
　
六
十
年
間
梅
花
を
唱

え
て
き
ま
し
た
が
、
そ

の
全
て
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

太
平
寺
講
　
小
島
み
ど
り
さ
ん

現
地
の
講
員
さ
ん
に

お
話
を
伺
っ
て

き
ま
し
た
。

Q.
　
梅
花
を
お
唱
え
し
て

い
る
と
き
、
幸
せ
に
感

じ
る
と
き
は
ど
ん
な
と
き
で
す

か
？A.

　
心
の
安
ら
ぎ
を
感
じ

た
と
き
。
梅
花
を
始
め

て
か
ら
怒
っ
た
り
し
な
く
な
り
、

我
慢
強
く
な
っ
た
。

大
陽
寺
講
　
小
山
フ
サ
子
さ
ん

A.
　
自
分
が
梅
花
を
唱
え

た
と
き
に
、
周
り
の
方

に
も
梅
花
の
素
晴
ら
し
さ
を
わ

か
っ
て
も
ら
え
た
と
思
え
る
瞬

間
が
一
番
喜
ば
し
く
感
じ
ま
す
。

大
正
寺
講
　
斉
藤
マ
サ
エ
さ
ん

ハ
ワ
イ
特
派
巡
回

ハ
ワ
イ
開
教
一
一
〇
周
年

乙川 良介　梅花流特派師範

正法寺創立 100 周年記念法要

ワイパフ大陽寺

アイエア太平寺ヒロ大正寺

陽気な講員さんたち。笑顔が絶え
ません。

こうかな？まじめに作法の習得に
努めます。

カウアイ禅宗寺
ハワイ開教 110 周年記念法要

Q
&

A

宮
城
県
全
国
大
会
に
参
加
し
て

　

平
成
二
十
五
年
度
梅
花
流
全
国
奉
詠
大
会
及
び
東
日
本
大
震
災
被
災

物
故
者
三
回
忌
法
要
が
、
被
災
地
宮
城
県
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
、
心

よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
大
会
初
参
加
の
私
に
は
、
地
元
で
の
開
催
と

い
う
こ
と
で
、
尚
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。
次
々
に
会
場
に
到

着
す
る
全
国
か
ら
の
講
員
の
方
々
の
参
加
、
又
登
壇
奉
詠
に
心
か
ら
感

動
し
ま
し
た
。
私
達
の
寺
院
は
、
リ
ア
ス
式
海
岸
の
中
に
あ
り
、
寺
も

私
達
檀
家
、
講
員
も
ほ
と
ん
ど
が
、
あ
の
津
波
で
家
財
の
全
て
を
失
い

ま
し
た
。
講
員
も
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
、
練
習
す
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な

い
状
態
で
し
た
。
し
か
し
、
全
国
の
師
範
先
生
方
や
、
講
員
の
方
々
の

支
援
や
、
募
金
活
動
等
に
よ
り
法
具
一
式
を
揃
え
て
頂
き
、
お
蔭
様
で
、

こ
う
し
て
皆
で
大
会
に
参
加
で
き
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
又
、
津

波
で
義
母
が
ま
だ
行
方
不
明
の
中
、
代
表
で
焼
香
さ
せ
て
頂
き
、
感
無

量
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
こ
の
震
災
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
と
思
う
と
共
に
、
ぜ
ひ
前
向
き
に
生
き
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
最
後
に
皆
様
の
御
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
致
し
ま
す
。合

掌

宮
城
県 

高
源
院
講
　
鈴
木
や
す
え

震
災
三
回
忌
の
代
表
焼
香
を
終
え
て

　

私
は
梅
花
の
門
を
叩
い
て
四
年
ほ
ど
経
ち
ま
す
が
、
全
国
大
会
は
初
め
て
で
し
た
。

大
会
で
は
全
国
の
お
仲
間
の
声
援
や
和
尚
さ
ん
の
有
難
い
お
言
葉
に
感
激
し
ま
し
た
。

体
調
が
不
安
で
し
た
が
、
思
い
切
っ
て
参
加
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
皆
さ
ま
が
た
の
代
表
と
し
て
焼
香
を
す
る
時
に
は
と
て
も
胸
が
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
同
じ
梅
花
講
の
大
切
な
お
仲
間
の
一
人
が
大
津
波

で
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

彼
女
は
私
を
梅
花
講
に
誘
っ
て
く
れ
た
だ
け
で
な
く
、
先
輩
と
し
て
親
切
に
接
し

て
く
れ
た
、
と
て
も
優
し
い
か
た
で
し
た
。
も
し
あ
の
大
震
災
が
起
き
な
か
っ
た
ら
、

今
で
も
一
緒
に
机
を
並
べ
て
楽
し
く
御
詠
歌
を
学
ん
で
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

有
難
い
こ
と
に
最
近
何
名
か
の
お
仲
間
が
梅
花
講
に
入
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
未
だ

戻
ら
ぬ
先
輩
が
そ
う
し
て
く
れ
た
よ
う
に
、
新
し
い
お
仲
間
を
大
切
に
し
た
い
な
と
思

い
ま
す
。

　

こ
の
度
は
貴
重
な
機
会
を
頂
い
て
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
が

た
と
一
緒
に
同
行
同
修
の
道
を
歩
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

合
掌

福
島
県 

新
祥
寺
講
　
清
水
吉
子

全
国
大
会
代
表
焼
香
を
終
え
て

　

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
九
日
、
宮
城
県
「
グ
ラ
ン
デ
ィ
21
」
に
て
開
催
さ
れ
た

梅
花
流
全
国
奉
詠
大
会
で
、
代
表
焼
香
を
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。

　

会
場
は
北
は
北
海
道
、
南
は
九
州
か
ら
の
参
加
者
で
一
杯
で
、
そ
の
方
々
の
お
唱

え
に
非
常
に
感
動
し
た
こ
と
を
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

東
日
本
大
震
災
は
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
惨
事
と
な
り
、
多
く
の
生

命
、
財
産
、
町
並
み
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
世
界
中
の
人
達
か
ら
支
援
や
励
ま

し
の
言
葉
な
ど
を
頂
き
ま
し
た
。 

　

私
は
こ
の
震
災
で
家
族
二
人
を
亡
く
し
ま
し
た
が
、
代
表
焼
香
の
方
々
の
中
に
は
、

家
族
三
人
を
亡
く
さ
れ
た
方
、
お
嫁
さ
ん
と
お
孫
さ
ん
を
亡
く
さ
れ
た
方
な
ど
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
方
達
と
様
々
な
お
話
を
し
、
共
に
涙
し
た
こ
と
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
ま
で
以
上
に
詠
讃
歌
を
唱
え
る
こ
と
で
気
持
ち

が
癒
さ
れ
、
仏
様
に
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
は
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

合
掌

岩
手
県 

龍
泉
寺
講
　
吉
田
吉
子

全
国
大
会
に
思
い
を
寄
せ
て

　

五
月
三
〇
日
、
全
国
各
地
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
方
丈
様
方
、
梅
花
講

の
皆
様
が
お
越
し
に
な
り
、
盛
大
に
梅
花
流
全
国
奉
詠
大
会
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
う
え
、
震
災
を
被
り
多
く
の
方
々
に
助
け
て
い
た
だ
い
た
私
た

ち
に
、
震
災
の
為
の
法
要
ま
で
し
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

梅
花
講
に
入
会
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

方
丈
様
方
の
読
経
と
皆
様
の
御
詠
歌
に
、
感
無
量
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

入
講
し
て
色
々
な
方
に
め
ぐ
り
会
い
、
あ
の
大
き
な
会
場
で
、
照
源

寺
講
代
表
焼
香
ま
で
お
お
せ
つ
か
り
、
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
全
国
の
皆
様
の
お
気
持
ち
を
受
け
止
め
な
が
ら
、
日
々
暮
ら

し
て
ま
い
り
ま
す
。

合
掌

宮
城
県 

照
源
寺
講
　
木
村
み
や
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梅
花
流
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業

大
聖
釈
迦
牟
尼
如
来

　
讃
仰
御
詠
歌（
高
嶺
）歌
碑
建
立

　

昨
年
四
月
、
兵
庫
県
豊
岡
市
出
石
（
い
ず
し
）
町
に
新
た
な
梅
花
霊
場
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
に
は
、
公
園
と
し
て
住
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
入
佐
山
と
い
う

標
高
九
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
山
が
あ
り
ま
す
。
ご
存
知
の
通
り
『
大
聖
釈
迦
牟
尼

如
来
讃
仰
御
詠
歌
』（
高
嶺
）
の
歌
詞
に
も
詠
わ
れ
る
こ
の
山
は
、
古
く
か
ら
多

く
の
歌
人
に
愛
さ
れ
、
歌
の
題
材
と
し
て
度
々
登
場
し
て
き
ま
し
た
。
我
が
梅
花

流
で
も
『
高
嶺
』
と
し
て
詠
い
継
が
れ
る
入
佐
山
と
の
ご
縁
を
形
あ
る
も
の
に
し

た
い
と
の
思
い
か
ら
、
梅
花
流
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
入
佐

山
ふ
も
と
の
臨
済
宗
宗
鏡
寺
さ
ま
境
内
に
『
高
嶺
』
の
歌
碑
を
建
立
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
五
年
四
月
一
九
日
、
歌
碑
建
立
に
際
し
、
宗
鏡
寺
さ
ま
に
お
い
て
歌

碑
除
幕
式
が
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
齋
藤
裕
道
伝
道
部
長
が
導
師
を
勤
め
ら
れ
、

梅
花
流
専
門
委
員
と
全
国
よ
り
参
集
し
た
梅
花
流
特
派
師
範
、
兵
庫
県
第
二
宗
務

所
長 

岡
本
肇
也
老
師
、
地
元
の
梅
花
講
員
さ
ん
も
参
列
な
さ
い
ま
し
た
。

　

建
立
場
所
を
ご
提
供
く
だ
さ
っ
た
臨
済
宗
宗
鏡
寺
住
職 

小
原
游
堂
老
師
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
但
馬
國
出
石
観
光
協
会
理
事
長 

中
易
培
根
さ
ま
も
来
賓
と
し
て
ご
臨

席
さ
れ
、
ご
あ
い
さ
つ
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
列
さ
れ
た
梅
花
講
員
さ
ん
か
ら
は「
ま
た
友
人
を
案
内
し
て
一
緒
に
来
た
い
」

と
い
う
声
も
聞
か
れ
、
梅
花
流
の
Ｐ
Ｒ
的
役
割
も
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
も
な
お　

鷲
の
高
嶺
に
月
ぞ
す
む

　
　
　
　
　
　
　

人
は
入
佐
の
山
と
お
も
え
ど

　
『
大
聖
釈
迦
牟
尼
如
来
讃
仰
御
詠
歌
』（
高
嶺
）
の
歌
詞
は
玄
楼
奥

龍
撰
述
の
『
道
用
桑
偈（
ど
う
よ
う
そ
う
げ
）』
に
所
収
さ
て
い
る
「
常

在
霊
鷲
山（
じ
ょ
う
ざ
い
り
ょ
う
じ
ゅ
せ
ん
）」
と
題
さ
れ
る
道
歌
が
も

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

玄
楼
奥
龍（
げ
ん
ろ
う
お
う
り
ゅ
う
）

　

一
七
二
〇（
享
保
五
）年
、
伊
勢
国
志
摩
鵜
方
村（
現　

三
重
県
志
摩

市
阿
児
町
鵜
方
）に
生
ま
れ
、
九
歳
の
と
き
伊
勢
国
方
座
の
臨
済
宗
海

徳
寺
の
祖
屋
長
老
に
つ
い
て
出
家
さ
れ
、
修
行
の
日
々
を
送
る
。
そ
の

後
、二
十
四
歳
の
と
き
、
当
時
滞
在
し
て
い
た
上
総
の
松
雲
寺
を
出
て
、

越
中
の
最
勝
寺
、
出
雲
の
妙
義
寺
な
ど
で
修
行
に
励
ん
だ
。

　

一
七
六
七（
明
和
四
）年
に
は
、
住
職
と
し
て
但
馬
国
の
龍
満
寺
へ
入

り
、
二
十
六
年
間
を
過
ご
す
。
龍
満
寺
で
は
、「
狼
玄
楼
」
の
異
名
を

と
る
ほ
ど
に
弟
子
た
ち
に
は
厳
し
く
接
し
た
と
い
う
。
一
七
九
三（
寛

政
五
）年
に
龍
満
寺
を
出
て
、
駿
河
の
静
居
寺
の
座
首
と
し
て
迎
え
ら

れ
、
後
に
京
都
府
宇
治
市
の
興
聖
寺
の
二
十
二
世
住
職
と
な
っ
た
。

　

一
八
一
三（
文
化
十
）年
、
大
阪
北
野
の
当
陽
軒
で
死
去
。
享
年

九
十
四
歳
。弟
子
に
は
山
水
画
で
有
名
な
風
外
本
高
和
尚
な
ど
が
い
る
。

宗
鏡
寺（
す
き
ょ
う
じ
）

　

山
号
を
圓
覚
山
と
し
、臨
済
宗
大
徳
寺
派
に
属
す
る
。
一
三
九
二（
明

徳
三
）年
に
当
時
の
出
石
城
主
で
あ
っ
た
山
名
陸
奥
守
氏
清
公
が
建
立

し
、
京
都
五
山
の
一
つ
で
あ
る
東
福
寺
の
大
道
一
以
禅
師
が
開
山
と
な

る
。
開
山
当
初
は
山
陰
一
の
伽
藍
を
誇
っ
て
い
た
が
、
織
田
信
長
の
但

馬
征
伐
で
山
名
家
が
滅
び
る
と
と
も
に
、
寺
も
荒
廃
し
た
。

　

一
六
一
六（
元
和
二
）年
、
出
石
城
主
の
小
出
吉
英
の
援
助
に
よ
り
再

び
寺
が
興
さ
れ
る
と
、
沢
庵
漬
け
で
有
名
な
沢
庵
和
尚
を
新
た
に
開

山
と
し
て
招
き
、
但
馬
地
方
屈
指
の
名
刹
と
し
て
興
隆
を
取
り
戻
す
。

　

幼
少
期
に
宗
鏡
寺
に
て
得
度
を
さ
れ
、
宗
鏡
寺
中
興
の
祖
と
な
っ

た
沢
庵
和
尚
と
の
深
い
由
縁
か
ら
別
名
「
沢
庵
寺
」
と
も
呼
ば
れ
、

臨
済
宗
大
徳
寺
派
の
但
馬
に
お
け
る
中
本
山
と
し
て
今
も
名
を
馳
せ

て
い
る
。

◀ 出石焼
透き通るような白
さと、匠の技が施
された彫刻の繊細
さが特徴です。 ▲ 辰鼓楼

1871（明治 4）年、旧三の丸
大手門脇の櫓台に建てられ
た太鼓櫓。

▲ 出石皿そば
出石は関西屈指のそば処。
白磁の小皿に盛り付けるの
が特徴です。

▲ 出石温泉館「乙女の湯」
高台に湧き出る温泉は別
名「美人の湯」と呼ばれ、
なめらかな肌触りと保温
性の高さで人気です。

●お車でお越しの方
大阪・神戸・京都から約 3 時間。
姫路から約 2 時間。 

● JRでお越しの方
京都方面から特急で約 2 時間 30 分／ JR 山陰
本線にて「豊岡駅」 「江原駅」「八鹿駅」下車。
全但バス、出石行きで約 30 分。
大阪方面から特急で約 2 時間 30 分／ JR 福知
山線にて「豊岡駅」 「江原駅」「八鹿駅」下車。
全但バス、出石行きで約 30 分。

▲ 出石神社
但馬一の宮で、古くは、「古
事記」「日本書紀」にも名を連
ねる、山陰有数の大社です。

▶ 出石永楽館
1901（明治 34）年にできた近畿最古の芝居小屋。歌
舞伎などが上演され、但馬の大衆文化を担いました。
平成 20 年に大修理され、よみがえりました。

◀ 町並み
出石城跡や家老屋敷、町家や社寺な
ど、城下町の面影が色濃く残ります。

『高嶺』歌碑を見学したあとは、地元出石町の豊富な観光スポットへ。
歴史と皿そばの町・出石は、「古事記」「日本書紀」にも登場する古い町です。
歴史情緒漂う城下町を散策すれば、往時にタイムスリップしたようです。
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梅
花
流
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業

大
聖
釈
迦
牟
尼
如
来

　
讃
仰
御
詠
歌（
高
嶺
）歌
碑
建
立

　

昨
年
四
月
、
兵
庫
県
豊
岡
市
出
石
（
い
ず
し
）
町
に
新
た
な
梅
花
霊
場
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
に
は
、
公
園
と
し
て
住
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
入
佐
山
と
い
う

標
高
九
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
山
が
あ
り
ま
す
。
ご
存
知
の
通
り
『
大
聖
釈
迦
牟
尼

如
来
讃
仰
御
詠
歌
』（
高
嶺
）
の
歌
詞
に
も
詠
わ
れ
る
こ
の
山
は
、
古
く
か
ら
多

く
の
歌
人
に
愛
さ
れ
、
歌
の
題
材
と
し
て
度
々
登
場
し
て
き
ま
し
た
。
我
が
梅
花

流
で
も
『
高
嶺
』
と
し
て
詠
い
継
が
れ
る
入
佐
山
と
の
ご
縁
を
形
あ
る
も
の
に
し

た
い
と
の
思
い
か
ら
、
梅
花
流
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
入
佐

山
ふ
も
と
の
臨
済
宗
宗
鏡
寺
さ
ま
境
内
に
『
高
嶺
』
の
歌
碑
を
建
立
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
五
年
四
月
一
九
日
、
歌
碑
建
立
に
際
し
、
宗
鏡
寺
さ
ま
に
お
い
て
歌

碑
除
幕
式
が
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
齋
藤
裕
道
伝
道
部
長
が
導
師
を
勤
め
ら
れ
、

梅
花
流
専
門
委
員
と
全
国
よ
り
参
集
し
た
梅
花
流
特
派
師
範
、
兵
庫
県
第
二
宗
務

所
長 

岡
本
肇
也
老
師
、
地
元
の
梅
花
講
員
さ
ん
も
参
列
な
さ
い
ま
し
た
。

　

建
立
場
所
を
ご
提
供
く
だ
さ
っ
た
臨
済
宗
宗
鏡
寺
住
職 

小
原
游
堂
老
師
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
但
馬
國
出
石
観
光
協
会
理
事
長 

中
易
培
根
さ
ま
も
来
賓
と
し
て
ご
臨

席
さ
れ
、
ご
あ
い
さ
つ
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
列
さ
れ
た
梅
花
講
員
さ
ん
か
ら
は「
ま
た
友
人
を
案
内
し
て
一
緒
に
来
た
い
」

と
い
う
声
も
聞
か
れ
、
梅
花
流
の
Ｐ
Ｒ
的
役
割
も
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
も
な
お　

鷲
の
高
嶺
に
月
ぞ
す
む

　
　
　
　
　
　
　

人
は
入
佐
の
山
と
お
も
え
ど

　
『
大
聖
釈
迦
牟
尼
如
来
讃
仰
御
詠
歌
』（
高
嶺
）
の
歌
詞
は
玄
楼
奥

龍
撰
述
の
『
道
用
桑
偈（
ど
う
よ
う
そ
う
げ
）』
に
所
収
さ
て
い
る
「
常

在
霊
鷲
山（
じ
ょ
う
ざ
い
り
ょ
う
じ
ゅ
せ
ん
）」
と
題
さ
れ
る
道
歌
が
も

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

玄
楼
奥
龍（
げ
ん
ろ
う
お
う
り
ゅ
う
）

　

一
七
二
〇（
享
保
五
）年
、
伊
勢
国
志
摩
鵜
方
村（
現　

三
重
県
志
摩

市
阿
児
町
鵜
方
）に
生
ま
れ
、
九
歳
の
と
き
伊
勢
国
方
座
の
臨
済
宗
海

徳
寺
の
祖
屋
長
老
に
つ
い
て
出
家
さ
れ
、
修
行
の
日
々
を
送
る
。
そ
の

後
、二
十
四
歳
の
と
き
、
当
時
滞
在
し
て
い
た
上
総
の
松
雲
寺
を
出
て
、

越
中
の
最
勝
寺
、
出
雲
の
妙
義
寺
な
ど
で
修
行
に
励
ん
だ
。

　

一
七
六
七（
明
和
四
）年
に
は
、
住
職
と
し
て
但
馬
国
の
龍
満
寺
へ
入

り
、
二
十
六
年
間
を
過
ご
す
。
龍
満
寺
で
は
、「
狼
玄
楼
」
の
異
名
を

と
る
ほ
ど
に
弟
子
た
ち
に
は
厳
し
く
接
し
た
と
い
う
。
一
七
九
三（
寛

政
五
）年
に
龍
満
寺
を
出
て
、
駿
河
の
静
居
寺
の
座
首
と
し
て
迎
え
ら

れ
、
後
に
京
都
府
宇
治
市
の
興
聖
寺
の
二
十
二
世
住
職
と
な
っ
た
。

　

一
八
一
三（
文
化
十
）年
、
大
阪
北
野
の
当
陽
軒
で
死
去
。
享
年

九
十
四
歳
。弟
子
に
は
山
水
画
で
有
名
な
風
外
本
高
和
尚
な
ど
が
い
る
。

宗
鏡
寺（
す
き
ょ
う
じ
）

　

山
号
を
圓
覚
山
と
し
、臨
済
宗
大
徳
寺
派
に
属
す
る
。
一
三
九
二（
明

徳
三
）年
に
当
時
の
出
石
城
主
で
あ
っ
た
山
名
陸
奥
守
氏
清
公
が
建
立

し
、
京
都
五
山
の
一
つ
で
あ
る
東
福
寺
の
大
道
一
以
禅
師
が
開
山
と
な

る
。
開
山
当
初
は
山
陰
一
の
伽
藍
を
誇
っ
て
い
た
が
、
織
田
信
長
の
但

馬
征
伐
で
山
名
家
が
滅
び
る
と
と
も
に
、
寺
も
荒
廃
し
た
。

　

一
六
一
六（
元
和
二
）年
、
出
石
城
主
の
小
出
吉
英
の
援
助
に
よ
り
再

び
寺
が
興
さ
れ
る
と
、
沢
庵
漬
け
で
有
名
な
沢
庵
和
尚
を
新
た
に
開

山
と
し
て
招
き
、
但
馬
地
方
屈
指
の
名
刹
と
し
て
興
隆
を
取
り
戻
す
。

　

幼
少
期
に
宗
鏡
寺
に
て
得
度
を
さ
れ
、
宗
鏡
寺
中
興
の
祖
と
な
っ

た
沢
庵
和
尚
と
の
深
い
由
縁
か
ら
別
名
「
沢
庵
寺
」
と
も
呼
ば
れ
、

臨
済
宗
大
徳
寺
派
の
但
馬
に
お
け
る
中
本
山
と
し
て
今
も
名
を
馳
せ

て
い
る
。

◀ 出石焼
透き通るような白
さと、匠の技が施
された彫刻の繊細
さが特徴です。 ▲ 辰鼓楼

1871（明治 4）年、旧三の丸
大手門脇の櫓台に建てられ
た太鼓櫓。

▲ 出石皿そば
出石は関西屈指のそば処。
白磁の小皿に盛り付けるの
が特徴です。

▲ 出石温泉館「乙女の湯」
高台に湧き出る温泉は別
名「美人の湯」と呼ばれ、
なめらかな肌触りと保温
性の高さで人気です。

●お車でお越しの方
大阪・神戸・京都から約 3 時間。
姫路から約 2 時間。 

● JRでお越しの方
京都方面から特急で約 2 時間 30 分／ JR 山陰
本線にて「豊岡駅」 「江原駅」「八鹿駅」下車。
全但バス、出石行きで約 30 分。
大阪方面から特急で約 2 時間 30 分／ JR 福知
山線にて「豊岡駅」 「江原駅」「八鹿駅」下車。
全但バス、出石行きで約 30 分。

▲ 出石神社
但馬一の宮で、古くは、「古
事記」「日本書紀」にも名を連
ねる、山陰有数の大社です。

▶ 出石永楽館
1901（明治 34）年にできた近畿最古の芝居小屋。歌
舞伎などが上演され、但馬の大衆文化を担いました。
平成 20 年に大修理され、よみがえりました。

◀ 町並み
出石城跡や家老屋敷、町家や社寺な
ど、城下町の面影が色濃く残ります。

『高嶺』歌碑を見学したあとは、地元出石町の豊富な観光スポットへ。
歴史と皿そばの町・出石は、「古事記」「日本書紀」にも登場する古い町です。
歴史情緒漂う城下町を散策すれば、往時にタイムスリップしたようです。
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曹
洞
宗
公
式
サ
イ
ト
「
曹
洞
禅
ネ
ッ

ト
」
の
梅
花
流
ペ
ー
ジ
に
お
き
ま
し
て
、

梅
花
流
詠
讃
歌
洋
楽
譜
が
閲
覧
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
下
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら

ど
な
た
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
是

非
と
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
き
ま
し
た
洋
楽
譜
の
ご

利
用
は
私
的
利
用
の
場
合
に
限
り
ま
す
。

　

梅
花
流
詠
讃
歌
教
典
（
改
訂
第
四
版
一
刷
発
行
）

に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
詫
び
し
、

訂
正
い
た
し
ま
す
。

《
梅
花
流
詠
讃
歌
教
典
》

教
典
目
次

　

誤　

新
精
霊
供
養
御
和
讃 

曲
譜　
　
　
　

281

　

正　

新
亡
精
霊
供
養
御
和
讃 

曲
譜　
　
　

281

　

本
年
、
五
月
二
十
八
日（
水
）～
五
月
二
十
九
日

　

昨
年
十
一
月
二
十
七
日
～

十
一
月
二
十
九
日
の
三
日
間

で
、
大
本
山
總
持
寺
を
会
場

に
宗
務
庁
主
催
梅
花
流
檀
信

徒
講
習
会
が
開
講
さ
れ
ま
し

た
。
大
祖
堂
で
の
開
講
式
に

始
ま
り
、
ご
本
山
の
朝
の
お

勤
め
、
精
進
料
理
の
食
事
な

ど
、
参
加
者
に
と
っ
て
普
段

は
経
験
で
き
な
い
貴
重
な
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ご
本
山
で
開
催
さ
れ
る
宗

務
庁
主
催
梅
花
流
檀
信
徒
講

習
会
は
、
普
段
は
で
き
な
い

ご
本
堂
で
の
お
唱
え
や
、
修

行
僧
が
心
を
込
め
て
作
っ
た

精
進
料
理
に
よ
る
お
食
事
な

ど
、
魅
力
的
な
体
験
が
目
白

押
し
で
す
。
梅
花
が
つ
な
ぐ

ご
本
山
と
の
仏
縁
に
感
謝
し

つ
つ
、
皆
さ
ま
も
宗
務
庁
主

催
梅
花
流
檀
信
徒
講
習
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

❖
❖
❖

※�平成二十六年度宗務庁主催梅花
流檀信徒講習会は大本山永平寺
を会場に開催されます。日程の
詳細は四月ごろの発表となりま
すので、所属の梅花講までお問
い合わせください。

（
木
）の
二
日
間
に
わ
た
り
、
平
成
二
十
六
年
度
梅
花

流
全
国
奉
詠
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
初
は
平
成

二
十
二
年
に
開
催
予
定
で
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災

等
の
影
響
で
五
年
越
し
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
会

場
と
な
る
島
根
県
立
浜
山
体
育
館「
カ
ミ
ア
リ
ー
ナ
」

に
て
、
地
元
島
根
の
講
員
の
皆
さ
ま
が
首
を
長
く
し

て
お
待
ち
で
す
。

※
代
表
登
壇
奉
詠
に
つ
い
て�

…
…
…
…
…
…
…
…

　
従
前
は
参
加
者
が
全
員
登
壇
し
て
の
奉
詠
で
し

た
が
、
平
成
二
十
四
年
度
の
大
会
以
降
は
登
壇
整

列
で
の
長
時
間
の
拘
束
に
よ
る
支
障
、
登
壇
者
の

整
列
、
待
機
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
等
、
会
場
の
諸
事

情
に
よ
り
人
数
を
限
っ
て
の
代
表
登
壇
と
し
、
そ

れ
以
外
の
参
加
者
は
自
席
奉
詠
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
な
る
べ
く
多
く
の
皆
さ
ま
に
登
壇
い
た

だ
け
る
よ
う
工
夫
い
た
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

特別講習の時間には、東日本大震災三回忌を
迎えるにあたって三宝殿近くに遷座された「平
成救世観音」前にて詠讃歌をお唱えしました。

洋
楽
譜
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
つ
い
て

梅
花
流
詠
讃
歌
教
典
に
つ
い
て

（
お
詫
び
と
訂
正
）

平
成
二
十
六
年
度

梅
花
流
全
国
奉
詠
大
会
に
つ
い
て

詠
道
課
だ
よ
り

平
成
二
十
五
年
度
宗
務
庁
主
催

梅
花
流
檀
信
徒
講
習
会

曹洞禅ネット
洋楽譜ダウンロードページ
http://www.sotozen-net.or. 
jp/baika/yougakufu

平成26年度梅花流全国奉詠大会会場
島根県立浜山体育館「カミアリーナ」
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